
聡

決算） （決算） （予算

子

） 事業費内訳

事業費　① 0 0 222 0 合計 222,400 円
報償費 102,400 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 120,000 円

一般財源 0 0 222 0

職員人件費　② 0 0 2,871 0

総事業費（①＋②） 0 0 3,093 0

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

４

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 計画推進

　

基本施策 参加・協働
施

刈

策体系
施策の内容 参加

谷

・協働の機会の充実

目

市

　
　
　
的

　刈谷市民ボ

事

ランティア活動センタ

務

ーの指定

主
た
る
内
容

・

事

指定管理者選定委員へ

業

の報償費
管理者を再公

評

募し、選定するため委

価

員会を設 ・応募団体の

シ

経理諸表審査及び報告

ー

書作成の
置する。公正

ト

かつ公平な審査を通し

（

最も適し 委託料
た団体

様

を指定管理者として選

式

定することで、
住民サ

１

ービスの向上・行政コ

）

ストの縮減を図
る。

位

会

置
づ
け

関連計画

根拠法

計

令

対象者 事業期間 平成

名

２３年度 ～ 平成２３年

担

度

実施方法 ■直営　□

当

委託　□指定管理　□

部

補助・助成　□その他

市民活動部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

指

績

２１年度実績 ２２年

定

度実績 ２３年度実績 ２

管

４年度計画

  ・指定

理

管理者選定委員への報

者

 
  償費  
  ・応

選

募団体の経理諸表審査

定

及  
  び報告書作成

事

の委託料  
　　　――

業

――――― 　　　――

担

――――― 　　　――

当

―――――

選定の結果

課

、平成15年度のセン

市

ター開設当初から施設

民

運営に携わっている特

協

定非営利活動法人「Ｎ

働

ＰＯ愛知ネット」が、

課

成果 24年度からの5

款

年間にかかる指定管理

項

者に決定した。

(でき

目

たこと)

課題

(できな

課

か 

 ったこと)

指標

等

名称（単位）
実績値 目

長

標値

２１年度 ２２年度

名

２３年度 ２４年度 ２６

神

年度

活動
指標
活動
指標

谷

他市との
比較検証

　孝彦

2 1 1 作成

Ｃ

者

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

尾

単位：千円
２１年度 ２

田

２年度 ２３年度 ２４年

　

度 ２３年度

（決算） （



宏

交流と友好親善を促進できた。

成果 　刈谷市国際交流協会への補助を行うことにより、国際化･多文化共生に関する事業を推進することができた。

(できたこと)

　海外にも拠点を置く企業や外国人従業員との連携をいかにして進めるか。
課題

　国際協力・国際貢献に対して、いかに身近に感じられ、行動できる人材を発掘・育成するか。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 刈谷市国際交流協会親善ボランティア登録者数（人 174 185 212 235 260
指標 ）
成果 外国人と地域で共生して暮らしていると思う市民の ― 37.0 ― 38.2 39.4
指標 割合（％）

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 10,588 21,689 28,113 26,857 合計 28,112,892 円
報償費 3,000,000 円

財
　
源

特定財源 10,588 0 9,878 10,376 旅費 1,781,536 円
需用費 266,181 円

一般財源 0 21,689 18,235 16,481 役務費 75,000 円
委託料 1,

Ｄ

033,075 円

職

　

員人件費　② 0 3,6

　

24 5,025 4,4

　

95 使用料及び賃借料

Ｏ

1,700 円
備品購

　

入費 638,400 

　

円

総事業費（①＋②）

∧

10,588 25,3

　

13 33,138 31

　

,352 負担金、補助

実

及び
交付金 21,31

　

7,000 円

建
設
事

　

業

全体事業費 0 ２３年

施

度特定財源名称

２３年

　

度迄の累積事業費 0 ・

　

刈谷市国際交流振興基

∨

金利
子

２５年度以降の事業費見込 0 ・市町村振興協会宝くじ交付
金（県）

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

４

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 計画推進

基

　

本施策 共生・交流
施策

刈

体系
施策の内容 国際交

谷

流・都市間交流の推進

市

目
　
　
　
的

　在住外国

事

人や諸外国との市民レ

務

ベルの友好

主
た
る
内
容

事

・刈谷市国際交流協会

業

への事業補助
親善を深

評

め、文化の多様性や相

価

互理解を促進 （参考）

シ

協会の主な事業
し、多

ー

文化社会の形成と地域

ト

社会の国際化を 　【交

（

流】姉妹都市交流、ﾌ

様

ﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟ交流

式

推進する。 　【共生】

１

多文化共生、防災教室

）

、
　　　　　拠点施設

会

としての国際プラザの

計

機
　　　　　能充実
　

名

【人材】ボランティア

担

支援
　【広報】ニュー

当

スレター、ホームペー

部

ジ
・海外からの来賓及

市

び市民交流団体等の受

民

入
・国際交流の推進と

活

姉妹都市のＰＲ
・愛知

動

万博フレンドシップの

部

理念継承

位
置
づ
け

関連

一

計画 刈谷市国際化・多

般

文化共生推進計画

根拠

会

法令  

対象者 対象者を

計

限定せず 事業期間 昭和

国

５５年度 ～

実施方法 ■

際

直営　□委託　□指定

交

管理　■補助・助成　

流

□その他

振興事業
担当課 市

Ｂ
　
事
　

民

業
　
実
　
績

２１年度実

協

績 ２２年度実績 ２３年

働

度実績 ２４年度計画

・

課

カナダ国際貿易大臣、

款

カナ ・刈谷市における

項

姉妹都市提 ・ミササガ

目

市への姉妹都市提 ・香

課

港JC等の表敬訪問の

等

受入
ダ大使及び領事の

長

来訪 携30周年記念式

名

典の開催 携30周年記

神

念品贈呈 ・刈谷市国際

谷

交流協会への事
・刈谷

　

市国際交流協会への事

孝

・「高校生によるより

彦

よい姉 ・市長をはじめ

2

とする代表団 業補助
業

1

補助 妹都市のあり方」

1

を考える授 のミササガ

作

市派遣
業を展開 ・刈谷

成

市国際交流協会への事

者

・刈谷市国際交流協会

鳥

への事 業補助
業補助

　

居

カナダ・ミササガ市と

　

の姉妹都市交流を中心

信

とした草の根レベルの



1

文化共生のまちづくり

1

への認識や関心度を把

作

握

(できたこと) しな

成

がら、市民主体の計画

者

を策定することができ

鳥

た。

　今後は、具体的

居

な重点協働プロジェク

　

トを推進するため、セ

信

クターの垣根を越えた

宏

連携協力が必要である。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 市民ワークショップの開催回数（回） ― 8 8 ― ―
指標
成果 外国人との共生を実感している市民割合（％） ― 37.0 ― 38.2 39.4
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 1,905 3,055 0 合計 3,054,500 円
報償費 223,200 円

財
　
源

特定財源 0 1,897 3,000 0 委託料 2,800,000 円
使用料及び賃借料 31,300 円

一般財源 0 8 55 0

職員人件費　② 0 2,537 5,384 0

総事業費（①＋②） 0 4,442 8,439 0

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 フレンドシップ継承交付金（
県）

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

　

計画
分野 計画推進

基本

刈

施策 共生・交流
施策体

谷

系
施策の内容 多文化共

市

生の推進

目
　
　
　
的

　

事

国際化･多文化共生社

務

会実現に向けた計画を

事

主
た
る
内
容

○ワークシ

業

ョップ
策定する。外国

評

人も地域社会の主体で

価

あると 「私と刈谷と世

シ

界をつなぐミーティン

ー

グ」
いう認識を持ち、

ト

相互理解を図り、誰も

（

が暮 　市民の視点から

様

、国際化･多文化共生

式

に重要
らしやすいまち

１

づくりを推進する。 な

）

考え方を参加型ワーク

会

ショップで考える。
○

計

国際化･多文化共生推

名

進計画策定委員会
　多

担

文化共生のまちづくり

当

に関わる関係機関
の代

部

表者や公募市民から意

市

見聴取する。
○パブリ

民

ックコメント
　計画案

活

に対し、広く市民から

動

意見募集を行
う。

位
置

部

づ
け

関連計画 あいち多

一

文化共生推進計画

根拠

般

法令

対象者 対象者を限

会

定せず 事業期間 平成２

計

２年度 ～ 平成２３年度

国

実施方法 ■直営　■委

際

託　□指定管理　□補

化

助・助成　□その他

・多文化共生推進計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

画

２１年度実績 ２２年度

策

実績 ２３年度実績 ２４

定

年度計画

 ・意識調査

事

・計画策定委員会の開

業

催(4回)　 
 　日

担

本人…533人 回収

当

率53.6%・市民ワ

課

ークショップ(8回)

市

 
 　外国人…216

民

人 回収率38.7%

協

・パブリックコメント

働

(15件)  
 ・ワー

課

クショップ ・計画策定

款

 
　　　――――――

項

― 　合計8回開催 　　

目

　―――――――
　（

課

愛知県との共催を含む

等

）

　ワークショップや

長

委員会を通じて、とも

名

に地域社会で暮らす外

神

国人市民の生活・文化

谷

・精神を推し量ること

　

ができ、外

成果 国人と

孝

日本人の暮らしの多様

彦

性と同一性を把握する

2

ことができた。また多



一

、「わがま
」開催 「わがまちのしゃべり場3」開ちのしゃべり場4」開催､対話 ちのしゃべり場5」開催、「わ
職員研修開催（2企画） 催､「わがまちのつむぎ場2」 の場作りﾜｰｷﾝｸﾞ開催（4回）､ がまちのつむぎ場4」開催､職
協働啓発冊子作成 開催 「わがまちのつむぎ場3」開催員研修開催（2企画）､「協働
市制60周年記念市民公募事業 職員研修開催（2企画） 職員研修開催（2企画）､「協 のまつり場」開催(2回)､情報
審査 働のまつり場」開催(2回) 流通促進事業の実施

　市民主体のまちづくりの土台となる市民力の向上を主眼に置き、対話を重視して各種取り組みを進めてきた結果、協働

成果 意識の醸成及び市民同士の対話・交流・協働の促進を行うことができた。

(できたこと) 　また、まちづくりコーディネーターの育成、市民活動支援基金による財政支援といった各施策を、市民主体の視点で企

画化することができた。

　市民同士の対話・交流から、いかにして自発的な事業へと発展させていくか。
課題

　市民同士の協働による課題解決力をどのようにして高めていくか。
(できなか 

　まちづくりを担う市民をいかに増やしていくか。
 ったこと)

　市職員における協働意識の向上と実践を具体的にどのようにして進めていくか。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 対話の場への参加者数（人） 181 216 2

Ｄ

54 260 270
指標

　

成果 市民活動が活発と

　

思う市民の割合 ― 57

　

.0 57.6 58.2

Ｏ

59.4
指標 （％）

　

　

近隣市に先駆けて、平

　

成21年2月に「刈谷

∧

市共存・協働のまちづ

　

くり推進基本方針」を

　

策定・公表しまし
他市

実

との た。また、「刈谷
　

市共存・協働のまちづ　 くり推進条例」を制定

施

し、平成21年4月1

　

日に施行しました。
比

　

較検証 これらの基本方

∨

針・条例に基づき、様々な講座や補助金制度を実施しております。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,999 3,652 6,656 7,282 合計 6,655,910 円
旅費 29,260 円

財
　
源

特定財源 0 0 458 1,000 委託料 6,000,000 円
使用料及び賃借料 168,650 円

一般財源 3,999 3,652 6,198 6,282 負担金、補助及び
交付金 458,000 円

職員人件費　② 0 6,886 8,973 11,988

総事業費（①＋②） 3,999 10,538 15,629 19,270

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 市民活動支援基金繰入金

２５年度以降の事業費見込 0

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

４

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 計画推進

基

　

本施策 参加・協働
施策

刈

体系
施策の内容 参加・

谷

協働の機会の充実

目
　

市

　
　
的

　共存・協働の

事

まちづくりを推進する

務

ため、

主
た
る
内
容

○共

事

存・協働のまちづくり

業

推進委員会の運営
共存

評

・協働のまちづくり推

価

進委員会の運営及 ○コ

シ

ーディネーター育成講

ー

座の開催
び推進に向け

ト

た具体的な施策を実施

（

し、市民 ○市民活動支

様

援基金補助金の交付
同

式

士がつながりあい、主

１

体的に活動するまち ○

）

市民ﾌｫｰﾗﾑ｢わが

会

まちのしゃべり場｣の

計

開催
を目指す。 ○まち

名

づくり交流会｢わがま

担

ちのつむぎ場｣
　の開

当

催
○意見交換会｢協働

部

のまつり場｣の開催
○

市

市職員への市民協働研

民

修の実施
○ＮＰＯ等へ

活

の信頼と支援を促す｢

動

情報流通｣
促進事業の

部

実施

位
置
づ
け

関連計画

一

刈谷市共存・協働のま

般

ちづくり推進基本方針

会

根拠法令 刈谷市共存・

計

協働のまちづくり推進

市

条例

対象者 対象者を限

民

定せず 事業期間 平成１

協

９年度 ～

実施方法 ■直

働

営　■委託　□指定管

推

理　□補助・助成　□

進

その他

事業
担当課 市民協

Ｂ
　
事
　
業

働

　
実
　
績

２１年度実績

課

２２年度実績 ２３年度

款

実績 ２４年度計画

委員

項

会運営（5回） 委員会

目

運営（全体4回、部会

課

7 委員会運営（全体4

等

回、部会8 委員会運営

長

（全体4回、部会6
「

名

わがまちのしゃべり場

神

2」開回）、市民活動

谷

支援基金の愛 回）、ｺ

　

ｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ育成

孝

講座の実回）、ｺｰﾃ

彦

ﾞｨﾈｰﾀｰ育成講座

2

の実
催及び市民ワーキ

1

ング開催（4称募集及

1

び市民投票の実施、 施

作

、市民活動支援基金補

成

助金 施、市民活動支援

者

基金補助金
回）、「わ

加

がまちのつむぎ場 同基

藤

金補助金審査会開催 交

　

付と審査会開催、「わ

貴

がま 交付と審査会開催



成

）ともに年々増加。当

者

センターを中心に人材

尾

育成、コーディネート

田

機能がさ

成果 らに充実

　

してきた。

(できたこ

聡

と) 　衣浦定住自立圏

子

3市1町による市民活動情報サイト「かりや衣浦つながるねット」を構築した。

　市民活動総合補償制度のさらなる周知・啓発を促し、安心して市民活動をおこなえる環境を整える。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 ＮＰＯ法人数（団体） 20 22 25 25 25
指標
成果 市民ボランティア活動センター登録数（団体） 319 337 355 360 365
指標

西三河地域ＮＰＯ法人認証数（H24.5.8現在）　245団体
他市との 岡崎市62　碧南市7　豊田市56　安城市36　西尾市32　知立市7　高浜市10
比較検証 みよし市7 幸田町3　

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 20,954 23,426 24,911 39,697 合計 24,911,464 円
旅費 54,430 円

財
　
源

特定財源 3,060 2,144 1,293 598 需用費 105,345 円
役務費 2,480,239 円

一般財源 17,894 21,282 23,618 39,099 委託料 20,109,500 円
使用料及び賃借料

職員人件費

Ｄ

　② 0 2,537 6,

　

102 5,619 2,

　

131,500 円
負

　

担金、補助及び

総事業

Ｏ

費（①＋②） 20,9

　

54 25,963 31

　

,013 45,316

∧

交付金 30,450 

　

円

建
設
事
業

全体事業費

　

0 ２３年度特定財源名

実

称

２３年度迄の累積事

　

業費 0 市町村振興事業

　

費補助金（県
）

２５年

施

度以降の事業費見込 0

　

行政財産目的外使用料

　
∨

平成２

Ｐ
　

４

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

　

野 計画推進

基本施策 参

刈

加・協働
施策体系

施策

谷

の内容 市民活動の推進

市

目
　
　
　
的

　地域づく

事

りの担い手として、市

務

民が主体と

主
た
る
内
容

事

○ボランティアが交流

業

できる市民ボランティ

評

なった市民ボランティ

価

ア活動が発展していく

シ

ア活動センターの管理

ー

運営を行う。
環境づく

ト

りを目指す。 ○3市1

（

町による市民活動情報

様

サイト「かりや
　市民

式

ボランティア活動情報

１

の受発信と活動 衣浦つ

）

ながるねット」を活用

会

し、市民ボラン
支援の

計

場を提供することによ

名

り、市民ボラン ティア

担

活動に関する各種情報

当

を提供する。
ティア活

部

動の活性化を図る。 ○

市

市民活動総合補償制度

民

の運用　

位
置
づ
け

関連

活

計画 刈谷市共存・協働

動

のまちづくり推進基本

部

方針

根拠法令 刈谷市民

一

ボランティア活動支援

般

センター条例

対象者 市

会

民 事業期間 ～

実施方法

計

■直営　■委託　■指

市

定管理　□補助・助成

民

　□その他

ボランティア活動

Ｂ
　
事

支

　
業
　
実
　
績

２１年度

援

実績 ２２年度実績 ２３

事

年度実績 ２４年度計画

業

相談件数　　　　74

担

2件 相談件数　　　　

当

861件 相談件数　　

課

　　900件 ・センタ

市

ー移転後の継続支援
マ

民

ッチング件数　 86

協

件 マッチング件数　 

働

90件 マッチング件数

課

　 94件 ・情報サイ

款

ト活用と定住自立
団体

項

登録数　　  319

目

団体 団体登録数　  

課

  337団体 団体登

等

録数　    355

長

団体 圏内の連携の推進

名

個人登録数　　  1

神

50人 個人登録数　 

谷

   172人 個人登

　

録数　    150

孝

人 ・市民活動総合補償

彦

制度の運
保険適用件数

2

　   21件 保険適

1

用件数　  12件 用

1

　センター利用者、登

作

録者数（サイト登録者



村

職員への啓発
フォトメ

　

ンズコンテスト開催 （

妙

映画上映）166人 女

子

性団体等への活動支援
職員への啓発 フォトメンズコンテスト開催
女性団体等への活動支援
フォトメンズコンテスト開催

　広報紙やホームページを活用した啓発、イベントやコンテストを開催することにより、市民の男女共同参画意識の向上

成果 に努めることができた。

(できたこと)

　男女共同参画意識向上のため、活動に取り組む市民団体とより協力して啓発活動を進める。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 イベント開催回数 1 1 2 2 　2
指標 （回）
成果 職場や家庭、地域などで男女が性別にかかわりなく ― 63.9 ― 65.1 66.3
指標 活動ができていると思う市民の割合（％）

　近隣市の啓発イベント開催状況
他市との 碧南市（年1回）、安城市（年2回）、知立市（年1回）、高浜市（年0回）
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 931 1,156 826 1,041 合計 825,708 円
報償費 345,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 旅費 6,640 円
需用費 156,318 円

一般財源 931 1,1

Ｄ

56 826 1,041

　

使用料及び賃借料 31

　

7,750 円

職員人

　

件費　② 0 1,087

Ｏ

1,077 1,124

　

総事業費（①＋②） 9

　

31 2,243 1,9

∧

03 2,165

建
設
事

　

業

全体事業費 0 ２３年

　

度特定財源名称

２３年

実

度迄の累積事業費 0

２

　

５年度以降の事業費見

　

込 0

施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

４

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 計画

　

推進

基本施策 共生・交

刈

流
施策体系

施策の内容

谷

男女共同参画の推進

目

市

　
　
　
的

　男女共同参

事

画社会を実現するため

務

、「男女

主
た
る
内
容

○

事

広報紙等による啓発の

業

実施
共同参画の意識づ

評

くり」を基本目標とし

価

、広 ○国の男女共同参

シ

画週間に合わせ、男女

ー

共同
報紙等による啓発

ト

及び男女共同参画イベ

（

ント 参画に関するイベ

様

ント「あなたとわたし

式

のハ
を実施することに

１

より、市民の男女共同

）

参画 ーモニー」を開催

会

意識の向上を図る。 ・

計

各課協力のもと講演会

名

・講座等を開催
・展示

担

ギャラリーで啓発パネ

当

ル等の展示
・かりやフ

部

ォトメンズコンテスト

市

の開催
・各講座等に臨

民

時保育室を設置
○県の

活

男女共同参画月間に合

動

わせ、「かりや
映画祭

部

」を開催

位
置
づ
け

関連

一

計画 刈谷市男女共同参

般

画プラン

根拠法令 男女

会

共同参画社会基本法

対

計

象者 市民 事業期間 平成

男

１５年度 ～

実施方法 ■

女

直営　□委託　□指定

共

管理　□補助・助成　

同

□その他

参画啓発事業
担当

Ｂ
　
事
　

課

業
　
実
　
績

２１年度実

市

績 ２２年度実績 ２３年

民

度実績 ２４年度計画

広

協

報紙等による啓発 広報

働

紙等による啓発 広報紙

課

等による啓発 広報紙等

款

による啓発
ホームペー

項

ジの更新 ホームページ

目

の更新 ホームページの

課

更新 ホームページの更

等

新
啓発用ビデオの貸出

長

啓発用ビデオの貸出 啓

名

発用リーフレットの作

神

成 啓発イベントの開催

谷

（2回）（
啓発イベン

　

トの開催（講演会 啓発

孝

イベントの開催（講演

彦

会 啓発イベントの開催

 

（2回）（講演会・講

2

座・展示等）
・劇・講

1

座・展示等） ・映画上

1

映・講座・展示等） 講

作

演会・講座・展示等）

成

（映画上映）
延べ1,

者

374人 延べ1,44

野

6人 延べ1,243人



者

谷市男女共同参画プラ

川

ンの推進を、懇話会か

田

らの意見書等をふまえ

　

ながら、今後どのよう

洋

に進めていくか検討す

之

課題
る必要がある。

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 推進懇話会開催回数（回） － － 　1 1 1
指標
活動 男女共同参画人材育成セミナー受講者数 7 8 10
指標 （延べ人数）

愛知県内の市町村のうち、男女共同参画に関する
他市との ・個別の計画を策定しているのは、35市9町1村（刈谷市策定）
比較検証 ・男女共同参画懇話会等を設置しているのは、31市6町1村（刈谷市設置）

・条例を制定しているのは、13市2町（刈谷市未制定）

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 103 266 合計 103,200 円
報償費 103,200 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 103 266

職員人件費　② 0 0 4,953 1,648

総事業費（①＋②） 0 0 5,056 1,914

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　

４

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

　

計画推進

基本施策 共生

刈

・交流
施策体系

施策の

谷

内容 男女共同参画の推

市

進

目
　
　
　
的

　男女が

事

互いにその人権を尊重

務

し、性別にか

主
た
る
内

事

容

・有識者や公募市民

業

から男女共同参画プラ

評

ン
かわりなくその個性

価

と能力を発揮できる男

シ

女 の進捗状況に対して

ー

意見をもらう「男女共

ト

同
共同参画社会の形成

（

を目指す。 参画推進懇

様

話会」の開催
・公募委

式

員を県男女共同参画人

１

材育成セミナ
ー（全1

）

0回）へ派遣
・男女共

会

同参画に関するリーフ

計

レット及び広
報ガイド

名

ラインの作成

位
置
づ
け

担

関連計画 刈谷市男女共

当

同参画プラン

根拠法令

部

男女共同参画社会基本

市

法、ＤＶ防止法

対象者

民

市民 事業期間 平成２３

活

年度 ～

実施方法 ■直営

動

　□委託　□指定管理

部

　□補助・助成　□そ

一

の他

般会計
男女共同参

Ｂ
　
事
　
業
　

画

実
　
績

２１年度実績 ２

プ

２年度実績 ２３年度実

ラ

績 ２４年度計画

  男

ン

女共同参画推進懇話会

推

の開 男女共同参画推進

進

懇話会の開
  催　　

事

　　　　 　　　1回

業

催　　　　　　　　 

担

　1回
  男女共同参

当

画プラン推進部会 男女

課

共同参画プラン推進部

市

会
  の開催　　　　

民

　　 　2回 の開催　

協

　　　　　 　2回
　

働

　　――――――― 　

課

　　――――――― 懇

款

話会委員（1名）を愛

項

知県男懇話会委員（1

目

名）を愛知県男
　 　　

課

　　 女共同参画人材育

等

成セミナー 女共同参画

長

人材育成セミナー
へ派

名

遣 へ派遣
啓発用リーフ

神

レットの作成

公募委員

谷

2名を含む男女共同参

　

画推進懇話会を設置し

孝

た。また、刈谷市男女

彦

共同参画プランの進捗

2

状況を関係各課に調査

1

成果 を実施し、懇話会

1

へ報告、進捗状況に対

作

する意見を伺った。

(

成

できたこと)

第2次刈



村

までに16団体立ち上

　

がっている。特に活動

妙

が活発な団体には、男

子

女共同参画意識啓発に関する講座の講師、リーフレ

(できたこと) ットの作成、イベントでの展示、広報紙記事の作成をお願いしている。また、受講生の中から特に意識の高い方が愛知県

男女共同参画人材育成セミナーを受講して、ネットワークを広げている。

　講座修了生による団体は有志のボランティア団体ということもあり、すでに活動していない団体もある。講座修了生に
課題

よる団体が、より活躍する場の提供や修了生が集えるよう支援していく必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 講座開催回数（回） 24 25 29 30 30
指標
成果 職務や家庭、地域などで、男女が性別にかかわりな 63.9 － 65.1 66.3
指標 く活動ができていると思う市民の割合（％）

男女共同参画に関する、総合的な施設を設置している愛知県内の9市（刈谷市未設置）では多くの講座が行
他市との われている。
比較検証 例：大府市（平成23年度:7種類・87回）

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 483 430 512 622 合計

Ｄ

511,550 円
報

　

償費 350,500 

　

円

財
　
源

特定財源 0 0

　

0 0 需用費 16,80

Ｏ

0 円
使用料及び賃借

　

料 144,250 円

　

一般財源 483 430

∧

512 622

職員人件

　

費　② 0 3,262 7

　

,107 3,521

総

実

事業費（①＋②） 48

　

3 3,692 7,61

　

9 4,143

建
設
事
業

施

全体事業費 0 ２３年度

　

特定財源名称

２３年度

　

迄の累積事業費 0

２５

∨

年度以降の事業費見込 0

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

４

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 計画

　

推進

基本施策 共生・交

刈

流
施策体系

施策の内容

谷

男女共同参画の推進

目

市

　
　
　
的

　市民が講座

事

を通して男女共同参画

務

の視点を

主
た
る
内
容

○

事

市民を対象とした講座

業

の開催
学ぶことで、男

評

女が互いにその人権を

価

尊重し､ ・子育てカレ

シ

ッジ（対象：子育て中

ー

の女性）
性別にかかわ

ト

りなくその個性と能力

（

を発揮で ・レディース

様

カレッジ（対象：女性

式

一般）
きる男女共同参

１

画社会の形成を目指す

）

。 ・メンズカレッジ（

会

対象：男性一般）

位
置

計

づ
け

関連計画 刈谷市男

名

女共同参画プラン

根拠

担

法令 男女共同参画社会

当

基本法

対象者 市民 事業

部

期間 平成１６年度 ～

実

市

施方法 ■直営　□委託

民

　□指定管理　□補助

活

・助成　□その他

動部

一般会計
ハーモ

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

ニ

１年度実績 ２２年度実

ー

績 ２３年度実績 ２４年

カ

度計画

・子育てカレッ

レ

ジ　　　8回 ・子育て

ッ

カレッジ　　10回 ・

ジ

子育てカレッジ　　　

事

9回 ・子育てカレッジ

業

　　10回
　受講者延

担

べ人数163人 　受講

当

者延べ人数205人 　

課

受講者延べ人数203

市

人 ・レディースカレッ

民

ジ 8回
・レディース

協

カレッジ 8回 ・レデ

働

ィースカレッジ 8回

課

・レディースカレッジ

款

  9回 ・メンズカレ

項

ッジ 　 12回
　受

目

講者延べ人数83人 　

課

受講者延べ人数123

等

人 　受講者延べ人数2

長

18人
・メンズカレッ

名

ジ 　　8回 ・メンズ

神

カレッジ 　　7回 ・

谷

メンズカレッジ 　 

　

 11回
　 受講者延

孝

べ人数164人 　受講

彦

者延べ人数78人 　受

2

講者延べ人数104人

1

　各講座ごとに20～

1

30名の方が受講し、

作

男女共同参画意識啓発

成

および人材育成に努め

者

ている。講座修了生に

野

よる団体が、

成果 これ



2 円
需用費 2,603,178 円

財
　
源

特定財源 0 0 3,000 0 備品購入費 11,945,674 円

一般財源 0 1,277 11,549 0

職員人件費　② 0 1,087 2,512 0

総事業費（①＋②） 0 2,364 17,061 0

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 フレンドシップ継承交付金（
県）

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

４

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 計画推進

基本施

　

策 参加・協働
施策体系

刈

施策の内容 市民活動の

谷

推進

目
　
　
　
的

　市民

市

ボランティア活動セン

事

ター及び国際プ

主
た
る

務

内
容

　市民ボランティ

事

ア活動センター及び国

業

際プ
ラザの事業用及び

評

利用者のサービス向上

価

を図 ラザに必要な備品

シ

及び消耗品を購入する

ー

。
るため、必要とする

ト

備品及び消耗品を購入

（

す
る。

位
置
づ
け

関連計

様

画  

根拠法令  

対象者

式

対象者を限定せず 事業

１

期間 平成２２年度 ～ 平

）

成２３年度

実施方法 ■

会

直営　□委託　□指定

計

管理　□補助・助成　

名

□その他

担当部 市民活動部

Ｂ
　
事
　

一

業
　
実
　
績

２１年度実

般

績 ２２年度実績 ２３年

会

度実績 ２４年度計画

 

計

帳合機　1台　　　購

備

入 国際プラザ備品等購

品

入  
 事務用ＰＣ　2

整

台　購入 市民ボランテ

備

ィア活動センタ  
 ー

事

備品購入  
  
　　　

業

――――――― 　　　

担

―――――――

新しく

当

開設した国際プラザ利

課

用者用の各種備品類の

市

整備と、規模拡大した

民

市民ボランティア活動

協

センターの備品を整備

働

し

成果 、市民への供用

課

を開始した。

(できた

款

こと)

 
課題

(できな

項

か 

 ったこと)

指標

目

名称（単位）
実績値 目

課

標値

２１年度 ２２年度

等

２３年度 ２４年度 ２６

長

年度

活動   
指標
成果

名

  
指標

 
他市との
比

神

較検証

谷　孝彦

2 1 1 作

Ｃ
　
事
　
業
　

成

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

者

２１年度 ２２年度 ２３

鳥

年度 ２４年度 ２３年度

居

（決算） （決算） （決

　

算） （予算） 事業費内

信

訳

事業費　① 0 1,2

宏

77 14,549 0 合計 14,548,85



加藤　貴一

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 980 2,498 115 合計 2,497,738 円
積立金 2,497,738 円

財
　
源

特定財源 0 490 1,263 115

一般財源 0 490 1,235 0

職員人件費　② 0 1,812 2,871 1,873

総事業費（①＋②） 0 2,792 5,369 1,988

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0 総務管理事業費寄附金

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ

４

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 計

　

画推進

基本施策 参加・

刈

協働
施策体系

施策の内

谷

容 市民活動の推進

目
　

市

　
　
的

　市民活動の財

事

政的な支援を図るため

務

創設し

主
た
る
内
容

　市

事

民活動支援基金に対す

業

る市民等からの寄
た市

評

民活動支援基金を運用

価

し、共存・協働の 付金

シ

を積み立てるとともに

ー

、マッチング・ギ
まち

ト

づくりの推進を図る。

（

フトとして寄附金額と

様

同額を積み立てる。ま

式

た、運用に際して生じ

１

た基金利子の積立を行

）

う。

位
置
づ
け

関連計画

会

刈谷市共存・協働のま

計

ちづくり推進基本方針

名

根拠法令 刈谷市共存・

担

協働のまちづくり推進

当

条例

対象者 対象者を限

部

定せず 事業期間 平成２

市

１年度 ～

実施方法 ■直

民

営　□委託　□指定管

活

理　□補助・助成　□

動

その他

部

一般会計
市民活

Ｂ
　
事
　
業

動

　
実
　
績

２１年度実績

支

２２年度実績 ２３年度

援

実績 ２４年度計画

市民

基

活動支援基金原資の積

金

立 市民活動支援基金へ

積

の寄附金 市民活動支援

立

基金への寄附金 市民活

事

動支援基金への寄附金

業

の積立 及び基金利子の

担

積立 及び基金利子の積

当

立

市民や企業等へ呼び

課

かけを行い、市民活動

市

支援基金への寄附金を

民

促してきた。

成果 寄附

協

金額を大幅に増加する

働

ことができた。

(でき

課

たこと)

市民活動支援

款

基金への寄附件数の増

項

加。
課題

(できなか 

目

 ったこと)

指標名称

課

（単位）
実績値 目標値

等

２１年度 ２２年度 ２３

長

年度 ２４年度 ２６年度

名

活動 市民活動支援基金

神

寄附金額（円） 489

谷

,890 1,234,

　

869 500,000

孝

500,000
指標
活

彦

動 市民活動支援基金寄

2

附件数（件） 29 26

1

30 30
指標

他市との

1

比較検証

作成者



己

（4/1現在） 51,419 51,968 52,442 52,906 53,900
指標 （世帯）
成果   
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 74,135 74,288 75,069 78,420 合計 75,069,000 円
委託料 75,069,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 74,135 74,288 75,069 78,420

職員人件費　② 0 5,436 4,307 3,521

総事業費（①＋②） 74,135 79,724 79,376 81,941

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

４

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 計画推進

基

　

本施策 参加・協働
施策

刈

体系
施策の内容 地域活

谷

動の推進

目
　
　
　
的

　

市

市政の円滑な運営を期

事

するため、市の地域

主

務

た
る
内
容

・地域行政の

事

円滑な運営を期し、市

業

民生活の
行政事務を促

評

進し、市民生活の利便

価

を図る。 利便を図る。

シ

・市民だより等の配布

ー

物を全世帯へ配布
・地

ト

区内広報板の管理
　
　

（

4月1日現在及び10

様

月1日現在の市民だよ

式

り配
布世帯数を基準に

１

、地区へ地域行政事務

）

委託
料を支払う。

位
置

会

づ
け

関連計画  

根拠法

計

令 刈谷市地区委員設置

名

に関する規則

対象者 市

担

民 事業期間 ～

実施方法

当

□直営　■委託　□指

部

定管理　□補助・助成

市

　□その他

民活動部

一般会計

Ｂ
　
事

地

　
業
　
実
　
績

２１年度

域

実績 ２２年度実績 ２３

行

年度実績 ２４年度計画

政

・前期市民だより配布

事

世帯数 ・前期市民だ

務

より配布世帯数 ・前期

事

市民だより配布世帯数

業

・前期市民だより配布

担

世帯数
　51,419

当

世帯 　51,968 

課

世帯 　52,442世

市

帯 　52,906世帯

民

・後期市民だより配布

協

世帯数 ・後期市民だよ

働

り配布世帯数 ・後期市

課

民だより配布世帯数 ・

款

後期市民だより配布世

項

帯数
　 51,567

目

 世帯 　52,131

課

 世帯 　52,828

等

世帯 　53,300世

長

帯

・市民だより等の配

名

布を行うことにより市

神

民生活の利便を図った

谷

。

成果

(できたこと)

　

・毎年度世帯数は増加

孝

しており、特に小規模

彦

地区より増額の要請が

2

ある。また、地域と関

1

わりを持たない世帯も

6

増加して
課題

おり地域

作

行政に影響を与えてい

成

る。
(できなか 

 っ

者

たこと)

指標名称（単

大

位）
実績値 目標値

２１

矢

年度 ２２年度 ２３年度

　

２４年度 ２６年度

活動

桂

市民だより配布世帯数



桂

会の充実を図った。

成

己

果

(できたこと)

　会議等の開催で各自治会長の連携や意見交換の機会の充実を図っているが、各自治会で歴史や環境が違うため、共通の
課題

課題や解決方法を導きだすことが難しい。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

活動 自治連合会議（回） 8 8 8 8 8
指標
活動 自治連合会勉強会（回） 4 4 5 5 5
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 440 440 440 440 合計 440,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 440,000 円

一般財源 440 440 440 440

職員人件費　② 0 2,537 3,589 3,372

総事業費（①＋②） 440 2,977 4,029 3,812

建
設
事
業

全体事業費 0 ２３年度特定財源名称

２３年度迄の累積事業費 0

２５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

４

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 計画推進

　

基本施策 参加・協働
施

刈

策体系
施策の内容 地域

谷

活動の推進

目
　
　
　
的

市

　自治会相互の連絡を

事

密にし、その健全な運

務

主
た
る
内
容

・自治連合

事

会事業補助
営と発展を

業

図るとともに、市政へ

評

の協力と民 ・自治連合

価

会議、自治連合会事業

シ

の開催
意の反映を促進

ー

し、住民の福祉向上を

ト

図る。

位
置
づ
け

関連計

（

画  

根拠法令  

対象者

様

22地区自治会長 事業

式

期間 昭和５１年度 ～

実

１

施方法 □直営　□委託

）

　□指定管理　■補助

会

・助成　□その他

計名 担当部 市民活動

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

部

１年度実績 ２２年度実

一

績 ２３年度実績 ２４年

般

度計画

・自治連合会議

会

　8回開催 ・自治連合

計

会議　8回開催 ・自治

自

連合会議　8回開催 ・

治

自治連合会議　8回開

会

催
・自治会連合会役員

活

会　 ・自治会連合会役

動

員会　 ・自治会連合会

補

役員会　 ・自治会連合

助

会役員会　
　　　　　

事

　　　8回開催 　　　

業

　　　　　8回開催 　

担

　　　　　　　8回開

当

催 　　　　　　　　8

課

回開催
・自治連合会勉

市

強会 ・自治連合会勉強

民

会 ・自治連合会勉強会

協

・自治連合会勉強会
　

働

　　　　　　　4回開

課

催 　　　　　　　　4

款

回開催 　　　　　　　

項

　5回開催 　　　　　

目

　　　5回開催
・施設

課

見学会 ・施設見学会 ・

等

施設見学会 ・施設見学

長

会
・県内研修会 ・県内

名

研修会 ・県内研修会 ・

神

県内研修会
・小堤西池

谷

除草作業 ・小堤西池除

　

草作業 ・小堤西池除草

孝

作業 ・小堤西池除草作

彦

業
・県外先進都市行政

2

視察研修 ・県外先進都

1

市行政視察研修 ・県外

6

先進都市行政視察研修

作

・県外先進都市行政視

成

察研修
会 会 会 会

　自治

者

連合会議や各事業を開

大

催し地域活動の活性化

矢

のために、各自治会長

　

の連携や意見交換の機


